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(57)【要約】
【課題】高周波においてより良好な周波数特性を有する
積層貫通コンデンサを提供する。
【解決手段】積層貫通コンデンサ１は、コンデンサ素体
２と、一対の信号端子３及び一対のグランド端子４と、
を備える。コンデンサ素体２は、複数の誘電体層９と、
誘電体層９を間に挟んで連続して積層された複数の第１
の電極層Ｘと、複数の第１の電極層Ｘと誘電体層９を挟
んで積層された第２の電極層Ｙと、を有する。第１の電
極層Ｘは、コンデンサ素体２を貫通し、一対の信号端子
３と接続された信号電極６と、当該第１の電極層Ｘにお
いて、信号電極６と離間して配置され、一対のグランド
端子４のいずれか一方と接続された補助電極８と、を有
する。第２の電極層Ｙは、コンデンサ素体２を貫通し、
一対のグランド端子４と接続され、信号電極６と誘電体
層９を挟んで対向したグランド電極７を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンデンサ素体と、前記コンデンサ素体の表面に形成された一対の第１の端子電極及び
一対の第２の端子電極と、を備え、
　前記コンデンサ素体は、
　複数の誘電体層と、
　前記誘電体層を間に挟んで連続して積層された複数の第１の電極層と、
　前記複数の第１の電極層のうち最も外側の第１の電極層と前記誘電体層を挟んで積層さ
れた第２の電極層と、を有し、
　前記第１の電極層は、
　　前記コンデンサ素体を貫通し、前記一対の第１の端子電極と接続された第１の貫通電
極と、
　　当該第１の電極層において、前記第１の貫通電極と離間して配置され、前記一対の第
２の端子電極のいずれか一方と接続された補助電極と、を有し、
　前記第２の電極層は、前記コンデンサ素体を貫通し、前記一対の第２の端子電極と接続
され、前記第１の貫通電極と前記誘電体層を挟んで対向した第２の貫通電極を有すること
を特徴とする積層貫通コンデンサ。
【請求項２】
　前記コンデンサ素体は、互いに対向する第１の一対の面と、前記第１の一対の面と垂直
で互いに対向する第２の一対の面とを有し、
　前記第１の貫通電極は、前記第１の一対の面の一方から他方に亘って貫通し、
　前記第２の貫通電極は、前記第２の一対の面の一方から他方に亘って貫通し、
　前記補助電極は、各前記第１の電極層において前記第１の貫通電極を挟んで、前記第２
の一対の面の一方の面側に配置された一方の補助電極と、他方の面側に配置された他方の
補助電極とを含み、
　前記第２の貫通電極と前記一方の補助電極とが、それぞれ前記第２の一対の面の一方の
面と前記第１の一対の面における前記第２の一対の面の前記一方の面側の第１の領域とに
露出し、
　前記第２の貫通電極と前記他方の補助電極とが、それぞれ前記第２の一対の面の他方の
面と前記第１の一対の面における前記第２の一対の面の前記他方の面側の第２の領域とに
露出し、
　前記一対の第２の端子電極の一方は、前記第２の一対の面の前記一方の面と前記第１の
領域とを覆うように形成され、
　前記一対の第２の端子電極の他方は、前記第２の一対の面の前記他方の面と前記第２の
領域を覆うように形成されていることを特徴とする請求項１記載の積層貫通コンデンサ。
【請求項３】
　前記第２の端子電極の前記第１の一対の面の対向方向の寸法は、前記第１の端子電極の
前記第２の一対の面の対向方向の寸法より大きいことを特徴とする請求項１又は２に記載
の積層貫通コンデンサ。
【請求項４】
　前記第１の貫通電極が信号電極であり、
　前記第２の貫通電極がグランド電極であることを特徴とする請求項２又は３に記載の積
層貫通コンデンサ。
【請求項５】
　前記第１の端子電極の前記第２の一対の面の対向方向の寸法は、前記第２の端子電極の
前記第１の一対の面の対向方向の寸法より大きく、
　前記第１の貫通電極がグランド電極であり、
　前記第２の貫通電極が信号電極であることを特徴とする請求項１に記載の積層貫通コン
デンサ。　
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、積層貫通コンデンサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、積層貫通コンデンサが開示されている。この積層貫通コンデンサ
は、コンデンサ素体内に、誘電体層を挟んで交互に積層された第１及び第２の貫通電極を
備えている。この第１及び第２の貫通電極は、それぞれコンデンサ素体において対向する
一対の側面の一方から他方まで貫通している。端子電極は、コンデンサ素体の側面に形成
され、側面に露出した第１又は第２の貫通電極と電気的に接続されている。
【特許文献１】特開平０１－２０６６１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記特許文献１に記載された積層貫通コンデンサは、高周波側で周波数特性が低下する
。
【０００４】
　そこで本発明は、高周波においてより良好な周波数特性を有する積層貫通コンデンサを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の積層貫通コンデンサは、コンデンサ素体と、コンデンサ素体の表面に形成され
た一対の第１の端子電極及び一対の第２の端子電極と、を備え、コンデンサ素体は、複数
の誘電体層と、誘電体層を間に挟んで連続して積層された複数の第１の電極層と、複数の
第１の電極層のうち最も外側の第１の電極層と誘電体層を挟んで積層された第２の電極層
と、を有し、第１の電極層は、コンデンサ素体を貫通し、一対の第１の端子電極と接続さ
れた第１の貫通電極と、当該第１の電極層において、第１の貫通電極と離間して配置され
、一対の第２の端子電極のいずれか一方と接続された補助電極と、を有し、第２の電極層
は、コンデンサ素体を貫通し、一対の第２の端子電極と接続され、第１の貫通電極と誘電
体層を挟んで対向した第２の貫通電極を有することを特徴とする。
【０００６】
　本発明の積層貫通コンデンサでは、第１の貫通電極と第２の貫通電極との間で、静電容
量が発生する。また、第１の端子電極と電気的に接続された第１の貫通電極と第２の端子
電極と電気的に接続された補助電極とが、同一層に形成され、この層が誘電体層を挟んで
連続して積層されている。このため、複数の第１の貫通電極の端部と複数の補助電極の端
部とがそれぞれ対向し、静電容量が発生する。よって、第１の貫通電極と第２の貫通電極
とによって形成される静電容量と、複数の第１の貫通電極と複数の補助電極とによって形
成される静電容量とが、合成されて、高周波における周波数特性を向上させることができ
る。
【０００７】
　好ましくは、コンデンサ素体は、互いに対向する第１の一対の面と、第１の一対の面と
垂直で互いに対向する第２の一対の面とを有し、第１の貫通電極は、第１の一対の面の一
方から他方に亘って貫通し、第２の貫通電極は、第２の一対の面の一方から他方に亘って
貫通し、補助電極は、各第１の電極層において第１の貫通電極を挟んで、第２の一対の面
の一方の面側に配置された一方の補助電極と、他方の面側に配置された他方の補助電極と
を含み、第２の貫通電極と一方の補助電極とが、それぞれ第２の一対の面の一方の面と第
１の一対の面における第２の一対の面の一方の面側の第１の領域とに露出し、第２の貫通
電極と他方の補助電極とが、それぞれ第２の一対の面の他方の面と第１の一対の面におけ
る第２の一対の面の他方の面側の第２の領域とに露出し、一対の第２の端子電極の一方は
、第２の一対の面の一方の面と第１の領域とを覆うように形成され、一対の第２の端子電
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極の他方は、第２の一対の面の他方の面と第２の領域を覆うように形成されている。
【０００８】
　この場合、コンデンサ素体の表面において第２の端子電極の形成される領域に、第２の
貫通電極と補助電極とをより多く露出させることができる。また、第２の端子電極は、コ
ンデンサ素体を構成する誘電体層より第２の貫通電極及び補助電極との密着性が高い。こ
のため、コンデンサ素体と第２の端子電極との密着性を向上させることができる。更に、
この場合に、第１の貫通電極を信号電極とし、第２の貫通電極をグランド電極とすること
により、第２の貫通電極と第２の端子電極との接続部分が幅広となるので、ＥＳＬを低く
することができる。
【０００９】
　第２の端子電極の第１の一対の面の対向方向の寸法が、第１の端子電極の第２の一対の
面の対向方向の寸法より大きいことも好ましい。
【００１０】
　この場合、第２の端子電極に接続される補助電極の第１の一対の面の対向方向の幅をよ
り広く設定できる。このため、第１の貫通電極の端面と対向する補助電極の端面を広く設
定することができ、第１の貫通電極と補助電極とによって発生する静電容量の大きさをよ
り大きくすることができる。更に、この場合は、第２の貫通電極と第２の端子電極との接
続部分を幅広に設定できる。よって、第１の貫通電極を信号電極とし、第２の貫通電極を
グランド電極とすることにより、ＥＳＬを低くすることができる。
【００１１】
　第１の端子電極の第２の一対の面の対向方向の寸法は、第２の端子電極の第１の一対の
面の対向方向の寸法より大きく、第１の貫通電極がグランド電極であり、第２の貫通電極
が信号電極であることも好ましい。この場合、第１の貫通電極と第１の端子電極との接続
部分を幅広に設定でき、この第１の貫通電極をグランド電極として用いるので、ＥＳＬを
低くすることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の積層貫通コンデンサは、高周波においてより良好な周波数特性を発揮できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、添付図面を参照して、本発明を実施するための最良の形態を詳細に説明する。な
お、図面の説明において同一の要素に同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
【００１４】
　（第１実施形態）
  図１は、第１実施形態に係る積層貫通コンデンサの概略斜視図である。第１実施形態に
係る積層貫通コンデンサ１は、コンデンサ素体２と、コンデンサ素体２の表面に形成され
た一対の信号端子（第１の端子電極）３，３と、一対のグランド端子（第２の端子電極）
４，４と、を備えている。コンデンサ素体２は、略直方体形状で、互いに対向する短側面
（第２の一対の面）２ａ，２ａと、互いに対向する長側面（第１の一対の面）２ｂ，２ｂ
と、互いに対向する主面２ｃ，２ｃとを有している。なお、短側面２ａは、コンデンサ素
体２の長手方向に垂直な面である。
【００１５】
　信号端子３，３とグランド端子４，４とは、コンデンサ素体２の表面において互いに絶
縁されている。この信号端子３とグランド端子４とは、Ｃｕ、Ｎｉ、Ａｇ－Ｐｄなどの材
料で形成され、Ｎｉ－Ｓｎなどのめっきが施されている。信号端子３，３は、それぞれ長
側面２ｂ，２ｂの略中央部に、一方の主面２ｃから他方の主面２ｃにまで亘るように帯状
に形成されている。
【００１６】
　グランド端子４，４は、コンデンサ素体２の互いに対向する短側面２ａ，２ａをそれぞ
れ覆うように形成されている。一方のグランド端子４は、コンデンサ素体２の長側面２ｂ
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，２ｂと主面２ｃ，２ｃとにおける一方の短側面２ａ側の領域にまで亘って形成されてい
る。他方のグランド端子４は、コンデンサ素体２の長側面２ｂ，２ｂと主面２ｃ，２ｃと
における他方の短側面２ａ側の領域にまで亘って形成されている。
【００１７】
　図２は、積層貫通コンデンサの断面構造を示す模式図である。図２は、積層貫通コンデ
ンサ１の中央を通り長側面２ｂと平行な断面を示す。コンデンサ素体２は、複数の誘電体
層９と、誘電体層９を挟んで連続して積層された複数（本実施形態では４つ）の第１の電
極層Ｘと、複数の第１の電極層Ｘのうち最も外側の第１の電極層Ｘと誘電体層９を挟んで
対向した第２の電極層Ｙとを有する。コンデンサ素体２の主面２ｃが、各層と平行な面で
ある。
【００１８】
　コンデンサ素体２において、積層方向に隣り合う誘電体層９同士は、その境界が視認で
きない程度に一体化している。誘電体層９は、例えばＢａＴｉＯ３系、Ｂａ（Ｔｉ，Ｚｒ
）Ｏ３系、（Ｂａ，Ｃａ）ＴｉＯ３系といった誘電体材料によって形成されている。
【００１９】
　各第１の電極層Ｘは、信号電極６と一対の補助電極８とを有する。第２の電極層Ｙは、
グランド電極７を有する。信号電極６とグランド電極７と補助電極８とは、例えば、Ｎｉ
などの材料によって形成される。
【００２０】
　図３は、第１の電極層を示す模式図である。信号電極６は、一方の長側面２ｂから他方
の長側面２ｂまで貫通している。信号電極６は、一体的に形成された主部６ａと２つの引
き出し部６ｂとで構成されている。主部６ａは、矩形状で、誘電体層９に対して中央部に
配置されている。２つの引き出し部６ｂは、主部６ａから一方の長側面２ｂと他方の長側
面２ｂとへそれぞれ引き出された部分である。
【００２１】
　引き出し部６ｂの端面は、長側面２ｂの長手方向中央部に露出し、長側面２ｂに形成さ
れた信号端子３に覆われている。このため、信号電極６と信号端子３とは、物理的に接触
し、電気的に接続されている。
【００２２】
　一対の補助電極８は、信号電極６を挟んで両側に位置している。一方の補助電極８は一
方の短側面２ａ側に位置し、他方の補助電極８は他方の短側面２ａ側に位置している。補
助電極８は、矩形状で、長手方向に伸びた一方の端面が、短側面２ａに露出している。こ
のため、補助電極８は、短側面２ａを覆うように形成されたグランド端子４と物理的に接
触し、電気的に接続されている。
【００２３】
　一対の補助電極８は、それぞれ信号電極６と離間して配置され、信号電極６と絶縁され
ている。補助電極８と信号電極６の主部６ａとにおける長側面２ｂの対向方向の寸法は、
同程度である。そして、補助電極８の長側面２ｂの対向方向に伸びた信号電極６側の端部
８ａは、信号電極６の長側面２ｂの対向方向に伸びた端部６ｃと対向している。このため
、補助電極８と信号電極６との間に、静電容量を発生させることができる。
【００２４】
　図４は、第２の電極層Ｙを示す模式図である。グランド電極７は、長方形状で、コンデ
ンサ素体２の長手方向に沿って伸び、一方の短側面２ａから他方の短側面２ａまで貫通し
ている。すなわち、グランド電極７の両端部は、短側面２ａに露出し、短側面２ａを覆う
ように形成されたグランド端子４と物理的に接触し、グランド電極７は、グランド端子４
と電気的に接続されている。グランド電極７は、最も外側に配置された信号電極６の主部
６ａと対向している。このため、グランド電極７と信号電極６との間には、静電容量が発
生する。
【００２５】
　以上説明した積層貫通コンデンサ１は、いずれか一方の主面２ｃが他の部品（例えば、
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回路基板や電子部品等）に対向して実装される。そして、回路基板上の信号ラインに一対
の信号端子３，３が接続され、一対のグランド端子４，４が回路基板上のグランドライン
に接続される。
【００２６】
　図５は、積層貫通コンデンサの等価回路図である。積層貫通コンデンサ１では、信号端
子３に接続された信号電極６の主部６ａとグランド端子４に接続されたグランド電極７と
が対向しているので、静電容量Ｃ１が形成される。そして、一方のグランド端子４に接続
された４つの補助電極８と信号端子３に接続された４つの信号電極６とによって静電容量
Ｃ２が形成される。他方のグランド端子４に接続された４つの補助電極８と信号端子３に
接続された４つの信号電極６とによって静電容量Ｃ２が形成される。このため、積層貫通
コンデンサ１では、合成容量｛Ｃ１＋（２×Ｃ２）｝が形成される。
【００２７】
　引き続いて、積層貫通コンデンサ１の製造方法について説明する。最初に誘電体層９と
なる複数のグリーンシートを準備する。まず、ＢａＴｉＯ３系、Ｂａ(Ｔｉ，Ｚｒ)Ｏ３系
、又は（Ｂａ，Ｃａ）ＴｉＯ３系の誘電体材料に、有機ビヒクルなどを混合・混練するこ
とによってセラミックペーストを得る。このセラミックペーストをドクターブレード法等
によりＰＥＴフィルム上に塗布し、グリーンシートを形成する。
【００２８】
　このグリーンシート上に信号電極６、グランド電極７及び補助電極８となる複数の電極
パターンを配列形成する。電極パターンは、電極ペーストをグリーンシート上にスクリー
ン印刷することによって形成する。その後、電極パターンが形成された複数のグリーンシ
ートと形成されていない複数のグリーンシートとを所定の順序で積層し、積層方向から加
圧して積層体を形成する。
【００２９】
　この積層体を切断して略直方体形状のグリーンチップを複数形成し、脱バインダ処理及
び焼成を行う。焼成により、グリーンシートが誘電体層９となり、電極パターンが信号電
極６、グランド電極７及び補助電極８となり、コンデンサ素体２が得られる。このコンデ
ンサ素体２の短側面２ａには、面全体を覆うように導電性ペーストを塗布し、長側面２ｂ
には、長手方向中央部に帯状に導電性ペーストを塗布する。その後、塗布した導電性ペー
ストを焼付け、更に、めっきを施すことにより、信号端子３とグランド端子４とを形成す
る。以上により、積層貫通コンデンサ１が完成する。
【００３０】
　本発明の積層貫通コンデンサでは、信号電極６とグランド電極７との間で、静電容量Ｃ
１が発生する。更に、信号端子３に接続された信号電極６とグランド端子４に接続された
補助電極８とが同一層に形成され、この層（第１の層Ｘ）が誘電体層９を挟んで連続して
積層されているので、複数の信号電極６の端部６ｃと複数の補助電極８の端部８ａとがそ
れぞれ対向し、静電容量（Ｃ２×２）が発生する。よって、信号電極６とグランド電極７
とによって形成される静電容量Ｃ１と、複数の信号電極６と複数の補助電極８とによって
形成される静電容量（Ｃ２×２）とが、合成されて、高周波における周波数特性を向上さ
せることができる。
【００３１】
　図６は、本実施形態に係る積層貫通コンデンサの周波数特性を示すグラフである。実線
で示した曲線Ｌ１は、本実施形態に係る積層貫通コンデンサ１の周波数特性を示す。破線
で示した曲線Ｌ２は、比較例に係る積層貫通コンデンサの周波数特性を示す。この比較例
に係る積層貫通コンデンサは、コンデンサ素体内に、互いに対向する一対の信号電極とグ
ランド電極とを有し、補助電極及び複数の信号電極を有していない。
【００３２】
　図６に示されるように、高周波側において、比較例に係る積層貫通コンデンサの周波数
特性は、単純に周波数特性が低下しているのに対して、本実施形態に係る積層貫通コンデ
ンサ１では、高周波側の特性が、改善している。これが、複数の信号電極６と複数の補助
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電極８とによって形成される静電容量（Ｃ２×２）による効果である。
【００３３】
　また、本実施形態では、グランド端子４の長側面２ｂの対向方向の寸法は、信号端子３
の短側面２ａの対向方向の寸法より大きい。このため、グランド端子４に接続した補助電
極８について、長側面２ｂの対向方向の寸法を比較的大きくすることができる。よって、
補助電極８の端部８ａと信号電極６の端部６ｃとの対向面積を比較的大きくすることがで
き、補助電極８と信号電極６との間の静電容量をより大きくすることができる。更に、グ
ランド端子４に接続したグランド電極７についても、長側面２ｂの対向方向の寸法を比較
的大きくすることができる。このため、ＥＳＬを低下させることができる。
【００３４】
　引き続いて、上記実施形態の変形例及び第２実施形態について説明する。下記の説明に
おいて、上記実施形態と異なる構成を主に説明する。
【００３５】
　（第１実施形態の第１変形例）
  図７～図１０を参照して、第１変形例に係る積層貫通コンデンサ１Ａについて説明する
。図７は、第１変形例に係る積層貫通コンデンサの断面構造を示す図である。この図７は
、第１変形例に係る積層貫通コンデンサ１Ａの中央を通り短側面２ａと平行な断面を示す
図である。図８は、第１の電極層を示す図である。図９は、第２の電極層を示す図である
。図１０は、第１変形例に係る積層貫通コンデンサの等価回路図である。
【００３６】
　積層貫通コンデンサ１Ａは、上記の積層貫通コンデンサ１において信号電極６と同一層
に配置された補助電極８の変わりに、グランド電極７と同一層に配置された補助電極１８
を備える。積層貫通コンデンサ１Ａが有するコンデンサ素体２Ａは、複数（本変形例では
４つ）の第１の電極層Ｘと、第２の電極層Ｙとを備える。第１の電極層Ｘは、グランド電
極（第１の貫通電極）７と一対の補助電極１８とを有する。第２の電極層Ｙは、信号電極
（第２の貫通電極）６を有する。
【００３７】
　一対の信号端子（第２の端子電極）３は、一対の長側面（第２の一対の面）２ｂにそれ
ぞれ形成され、一対のグランド端子（第１の端子電極）４は、一対の短側面（第１の一対
の面）２ａを覆うようにそれぞれ形成されている。
【００３８】
　１対の補助電極１８は、第１の電極層Ｘにおいて、グランド電極７を挟んで両側に位置
している。一方の補助電極１８は一方の長側面２ｂ側に位置し、他方の補助電極１８は他
方の長側面２ｂ側に位置している。補助電極１８は、矩形状で、一辺の端面が、長側面２
ｂの中央部に露出している。このため、補助電極１８は、長側面２ｂの中央部に形成され
た信号端子３と接触し、電気的に接続されている。
【００３９】
　一対の補助電極１８は、それぞれグランド電極７と離間して配置され、グランド電極７
と絶縁されている。そして、補助電極１８のグランド電極７側の端部１８ａは、グランド
電極７の補助電極１８側の端部７ａと対向している。このため、補助電極１８とグランド
電極７との間に、静電容量を発生させることができる。
【００４０】
　図１０に示すように、一方の信号端子３に接続された４つの補助電極１８とグランド端
子４に接続された４つのグランド電極７とによって静電容量Ｃ２ａが形成される。他方の
信号端子３に接続された４つの補助電極１８とグランド端子４に接続された４つのグラン
ド電極７とによって静電容量Ｃ２ａが形成される。このため、信号電極６とグランド電極
７との間で形成される静電容量Ｃ１と合わせて、静電容量（２×Ｃ２ａ）が形成されるの
で、積層貫通コンデンサ１Ａでは、合成容量｛Ｃ１＋（２×Ｃ２ａ）｝が発揮される。よ
って、高周波における周波数特性を向上させることができる。
【００４１】
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　（第１実施形態の第２変形例）
  図１１～図１３を参照して、第２変形例に係る積層貫通コンデンサ１Ｂについて説明す
る。図１１は、第２変形例に係る積層貫通コンデンサの断面構造を示す図である。この図
１１は、第２変形例に係る積層貫通コンデンサ１Ｂの中央を通り長側面２ｂと平行な断面
を示す図である。図１２は、第１の電極層を示す図である。図１３は、第２の電極層を示
す図である。
【００４２】
　積層貫通コンデンサ１Ｂは、上記の積層貫通コンデンサ１が有する補助電極８に替えて
当該補助電極８とは形状が異なる補助電極２８を備え、グランド電極７に替えて当該グラ
ンド電極７と形状が異なるグランド電極２７を備える。一対の信号端子（第１の端子電極
）３は、一対の長側面（第１の一対の面）２ｂにそれぞれ形成され、一対のグランド端子
（第２の端子電極）４は、一対の短側面（第２の一対の面）２ａを覆うようにそれぞれ形
成されている。
【００４３】
　積層貫通コンデンサ１Ｂが備えるコンデンサ素体２Ｂは、複数（本変形例では４つ）の
第１の電極層Ｘと、第２の電極層Ｙとを備える。各第１の電極層Ｘは、信号電極（第１の
貫通電極）６と１対の補助電極２８とを有する。第２の電極層Ｙは、グランド電極２７を
備える。
【００４４】
　第１の電極層Ｘにおいて、一対の補助電極２８は、信号電極６を挟んで両側に位置して
いる。一対の補助電極２８は、それぞれ長方形状に形成され、短側面２ａに沿って配置さ
れている。
【００４５】
　一方の補助電極２８は一方の短側面２ａ側に位置している。この一方の補助電極２８は
、一方の短側面２ａと、一対の長側面２ｂにおける一方の短側面２ａ側の領域（第１の領
域）２１とに露出している。このため、一方の補助電極２８は、一方の短側面２ａと一対
の長側面２ｂにおける一方の短側面２ａ側の領域２１を覆うように形成された一方のグラ
ンド端子４と電気的に接続されている。
【００４６】
　他方の補助電極２８は他方の短側面２ａ側に位置している。この他方の補助電極２８は
、他方の短側面２ａと、一対の長側面２ｂにおける他方の短側面２ａ側の領域（第２の領
域）２２とに露出している。このため、他方の補助電極２８は、他方の短側面２ａと一対
の長側面２ｂにおける他方の短側面２ａ側の領域２２を覆うように形成された他方のグラ
ンド端子４と電気的に接続されている。
【００４７】
　補助電極２８の長側面２ｂの対向方向に伸びた信号電極６側の端部２８ａは、信号電極
６の長側面２ｂの対向方向に伸びた端部６ｃと対向している。このため、補助電極２８と
信号電極６との間には静電容量Ｃ２ｂが発生する。よって、上記実施形態と同様に、積層
貫通コンデンサ１Ｂでは、静電容量Ｃ１と静電容量（２×Ｃ２ｂ）とが合成されて、高周
波における周波数特性を向上させることができる。
【００４８】
　第２の電極層Ｙにおいて、グランド電極２７は、上述したグランド電極７の短側面２ａ
に露出した両端部が、両側の長側面２ｂまでそれぞれ引き出されたものである。グランド
電極２７が有する両端部２７ａは、一対の長側面２ｂにおける一方の短側面２ａ側の領域
２１と他方の短側面２ａ側の領域２２に露出している。この両端部２７ａは、補助電極２
８と同じ形状で、積層方向に互いに重なり合っている。
【００４９】
　以上のように、補助電極２８とグランド電極２７の端部２７ａとが、短側面２ａに沿っ
て伸びると共に短側面２ａと、一対の長側面２ｂの領域２１，２２に露出している。この
ため、補助電極２８及びグランド電極２７とグランド端子４との接触面積がより大きくな
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る。よって、補助電極２８及びグランド電極２７とグランド端子４との電気的な接続の信
頼性が向上する。また、グランド端子４は、材質上の観点から、誘電体層９より補助電極
２８及びグランド電極２７との密着性が高い。よって、コンデンサ素体２とグランド端子
４との密着性を高めることができる。また、グランド電極２７とグランド端子４との接続
面積が増加し、ＥＳＬを低下させることができる。
【００５０】
　（第２実施形態の第３変形例）
  図１４～図１６を参照して、第３変形例に係る積層貫通コンデンサ１Ｃについて説明す
る。図１４は、第３変形例に係る積層貫通コンデンサの断面構造を示す図である。この図
１４は、第３変形例に係る積層貫通コンデンサ１Ｃの中央を通り長側面２ｂと平行な断面
を示す図である。図１５は、第１の電極層を示す図である。図１６は、第２の電極層を示
す図である。
【００５１】
　積層貫通コンデンサ１Ｃは、上記の積層貫通コンデンサ１Ｂを更に変形したものである
。積層貫通コンデンサ１Ｃは、上記の積層貫通コンデンサ１Ｂが有する信号電極６及び補
助電極２８に変えて、形状が異なる信号電極３６と補助電極３８とを備える。
【００５２】
　コンデンサ素体２Ｃが備える第１の電極層Ｘにおいて、信号電極３６は、帯状に形成さ
れ、一方の長側面２ｂの中央部から他方の長端面２ｂの中央部まで貫通している。一対の
補助電極３８は、それぞれ、上述した補助電極２８から中央に向かって突出した突出部３
８ａを有している。
【００５３】
　すなわち、信号電極３６の短側面２ａの対向方向の寸法が小さくなったとしても、補助
電極３８が信号電極３６に向かって突出させることにより、信号電極３６の端部３６ａと
補助電極３８の信号電極３６側の端部３８ｂとの間の距離を保つことができる。よって、
信号電極３６の端部３６ａと補助電極の端部３８ｂとの間で形成される静電容量Ｃ２ｃを
確保できる。
【００５４】
　上記実施形態と同様に、積層貫通コンデンサ１Ｃでは、静電容量Ｃ１と静電容量（２×
Ｃ２ｃ）とが合成されて、高周波における周波数特性を向上させることができる。
【００５５】
　（第２実施形態）
  図１７は、第２実施形態に係る積層貫通コンデンサの概略斜視図である。第２実施形態
に係る積層貫通コンデンサ４１は、コンデンサ素体４２と、コンデンサ素体４２の表面に
形成された一対の信号端子（第２の端子電極）４３，４３と、一対のグランド端子（第１
の端子電極）４４，４４と、を備えている。コンデンサ素体４２は、略直方体形状で、互
いに対向する短側面（第２の一対の面）４２ａ，４２ａと、互いに対向する長側面（第１
の一対の面）４２ｂ，４２ｂと、互いに対向する主面４２ｃ，４２ｃとを有している。
【００５６】
　信号端子４３，４３は、それぞれ一対の短側面４２ａ，４２ａに、一方の主面４２ｃか
ら他方の主面４２ｃにまで亘るように帯状に形成されている。グランド端子４４，４４は
、それぞれ一対の長側面４２ｂ，４２ｂに、一方の主面４２ｃから他方の主面４２ｃにま
で亘るように幅広の帯状に形成されている。グランド端子４４の幅寸法（短側面４２ａの
対向方向の寸法）は、信号端子４３の幅寸法（長側面４２ｂの対向方向の寸法）より大き
い。
【００５７】
　図１８は、積層貫通コンデンサの断面構造を示す模式図である。図１８は、積層貫通コ
ンデンサ４１の中央を通り長側面４２ｂと平行な断面を示す。コンデンサ素体４２は、複
数の誘電体層４９と、誘電体層４９を挟んで連続して積層された複数（本実施形態では４
つ）の第１の電極層Ｘと、第１の電極層Ｘと誘電体層４９を挟んで対向した第２の電極層
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Ｙとを有する。
【００５８】
　図１９は、第１の電極層を示す模式図である。各第１の電極層Ｘは、グランド電極４６
と一対の補助電極４８とを有する。グランド電極４６は、一方の長側面４２ｂから他方の
長側面４２ｂまで貫通している。グランド電極４６は、一体的に形成された主部４６ａと
２つの引き出し部４６ｂとで構成されている。主部４６ａは、矩形状で、誘電体層４９に
対して中央部に配置されている。２つの引き出し部４６ｂは、主部４６ａから一方の長側
面４２ｂと他方の長側面４２ｂとへ引き出された部分である。
【００５９】
　引き出し部４６ｂの端面は、長側面４２ｂの長手方向中央部に露出し、長側面４２ｂに
形成されたグランド端子４４に覆われている。このため、グランド電極４６とグランド端
子４４とは、物理的に接触し、電気的に接続されている。
【００６０】
　一対の補助電極４８は、グランド電極４６を挟んで両側に位置している。一方の補助電
極４８は一方の短側面４２ａ側に位置し、他方の補助電極４８は他方の短側面４２ａ側に
位置している。補助電極４８は、矩形状で、一端面が、短側面４２ａの中央部に露出して
いる。このため、補助電極４８は、短側面４２ａの中央部に形成された信号端子４３と物
理的に接触し、電気的に接続されている。
【００６１】
　一対の補助電極４８は、それぞれグランド電極４６と離間して配置され、グランド電極
４６と絶縁されている。補助電極４８のグランド電極４６側の端部４８ａは、グランド電
極４６の端部４６ｃと対向している。このため、補助電極４８とグランド電極４６との間
に、静電容量を発生させることができる。
【００６２】
　図２０は、第２の電極層Ｙを示す模式図である。第２の電極層Ｙは、信号電極４７を有
する。信号電極４７は、一方の短側面４２ａから他方の短側面４２ａまで貫通している。
信号電極４７は、一体的に形成された主部４７ａと２つの引き出し部４７ｂとで構成され
ている。主部４７ａは、矩形状で、誘電体層４９に対して中央部に配置されている。２つ
の引き出し部４７ｂは、主部４７ａから一方の短側面４２ａと他方の短側面４２ａとへ引
き出された部分である。
【００６３】
　引き出し部４７ｂの端面は、短側面４２ａの長手方向中央部に露出し、短側面４２ａの
中央部に形成された信号端子４３に覆われている。このため、信号電極４７と信号端子４
３とは、物理的に接触し、電気的に接続されている。信号電極４７は、最も外側に配置さ
れたグランド電極４６と対向している。このため、グランド電極４６と信号電極４７との
間には、静電容量Ｃ１ｄが発生する。
【００６４】
　以上説明した積層貫通コンデンサ４１は、いずれか一方の主面４２ｃが他の部品（例え
ば、回路基板や電子部品等）に対向して実装される。そして、回路基板上の信号ラインに
一対の信号端子４３，４３が接続され、一対のグランド端子４４，４４が回路基板上のグ
ランドラインに接続される。
【００６５】
　図２１は、第２実施形態に係る積層貫通コンデンサの等価回路図である。積層貫通コン
デンサ４１では、信号端子４３に接続された信号電極４７とグランド端子４４に接続され
たグランド電極４６とが対向しているので、静電容量Ｃ１ｄが形成される。そして、一方
の信号端子４３に接続された４つの補助電極４８とグランド端子４４に接続された４つの
グランド電極４６とによって静電容量Ｃ２ｄが形成される。他方の信号端子４３に接続さ
れた４つの補助電極４８とグランド端子４４に接続された４つのグランド電極４６とによ
って静電容量Ｃ２ｄが形成される。このため、積層貫通コンデンサ４１では、合成容量｛
Ｃ１ｄ＋（２×Ｃ２ｄ）｝を形成することができる。このため、高周波における周波数特
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性を向上させることができる。
【００６６】
　また、本実施形態では、グランド端子４４の幅寸法は、信号端子４３の幅寸法より大き
い。また、グランド電極４６は、第１の電極層Ｘにおいて、誘電体層９の短手方向に貫通
しているので、誘電体層９の長手方向に伸びて、電流が流れる方向と垂直な断面の面積を
比較的大きくできる。このため、ＥＳＬを低下させることができる。
【００６７】
　（第２実施形態の第１変形例）
  図２２に示すように、第２実施形態の第１変形例に係る積層貫通コンデンサは、第２の
電極層Ｙが、上記の信号電極４７に加えて、一対の補助電極５８を有している。この一対
の補助電極５８は、信号電極４７を挟んで配置されている。
【００６８】
　一方の補助電極５８は一方の長側面４２ｂ側に位置している。この一方の補助電極５８
の端面は、長側面４２ｂに露出し、補助電極５８とグランド端子４４とは、電気的に接続
されている。他方の補助電極５８は他方の長側面４２ｂ側に位置している。この他方の補
助電極５８の端面は、長側面４２ｂに露出し、補助電極５８とグランド端子４４とは、電
気的に接続している。
【００６９】
　補助電極５８の信号電極４７側の端部は、信号電極４７の端部と対向している。このた
め、補助電極５８と信号電極４７との間には静電容量が発生する。これにより、更に、高
周波における周波数特性を向上させることができる。
【００７０】
　本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、種々の変形が可能である。例えば
、上記実施形態では、コンデンサ素体が、誘電体層を挟んで連続して積層される第１の電
極層と、第１の電極層に誘電体層を挟んで積層される第２の電極層とで構成されるユニッ
トを１つ有する場合について説明したが、コンデンサ素体が、このユニットを複数有して
いてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】第１実施形態に係る積層貫通コンデンサの概略斜視図である。
【図２】第１実施形態に係る積層貫通コンデンサの断面構造を示す図である。
【図３】第１実施形態に係る積層貫通コンデンサが備える第１の電極層示す図である。
【図４】第１実施形態に係る積層貫通コンデンサが備える第２の電極層を示す図である。
【図５】第１実施形態に係る積層貫通コンデンサの等価回路図である。
【図６】第１実施形態に係る積層貫通コンデンサの周波数特性を示すグラフである。
【図７】第１実施形態の第１変形例に係る積層貫通コンデンサの断面構造を示す図である
。
【図８】第１実施形態の第１変形例に係る積層貫通コンデンサが備える第１の電極層示す
図である。
【図９】第１実施形態の第１変形例に係る積層貫通コンデンサが備える第２の電極層示す
図である。
【図１０】第１実施形態の第１変形例に係る積層貫通コンデンサの等価回路図である。
【図１１】第１実施形態の第２変形例に係る積層貫通コンデンサの断面構造を示す図であ
る。
【図１２】第１実施形態の第２変形例に係る積層貫通コンデンサが備える第１の電極層示
す図である。
【図１３】第１実施形態の第２変形例に係る積層貫通コンデンサが備える第２の電極層示
す図である。
【図１４】第１実施形態の第３変形例に係る積層貫通コンデンサの断面構造を示す図であ
る。
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【図１５】第１実施形態の第３変形例に係る積層貫通コンデンサが備える第１の電極層示
す図である。
【図１６】第１実施形態の第３変形例に係る積層貫通コンデンサが備える第２の電極層示
す図である。
【図１７】第２実施形態に係る積層貫通コンデンサの概略斜視図である。
【図１８】第２実施形態に係る積層貫通コンデンサの断面構造を示す図である。
【図１９】第２実施形態に係る積層貫通コンデンサが備える第１の電極層示す図である。
【図２０】第２実施形態に係る積層貫通コンデンサが備える第２の電極層を示す図である
。
【図２１】第２実施形態に係る積層貫通コンデンサの等価回路図である。
【図２２】第２実施形態の第１変形例に係る積層貫通コンデンサが備える第２の電極層を
示す図である。
【符号の説明】
【００７２】
　１，１Ａ～１Ｃ，４１…積層貫通コンデンサ、２，２Ａ～２Ｃ，４２…コンデンサ素体
、２ａ…短側面、２ｂ…長側面、３…信号端子、４…グランド端子、６…信号電極、７…
グランド電極、８，１８…補助電極、９…誘電体層、Ｘ…第１の電極層、Ｙ…第２の電極
層。

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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